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岡田英弘教授旧蔵欧文抜刷目録 
 

 

2017年 5月 25日，満 86歳にて永眠された岡田英弘先生（東京外国語大学名誉教授）が，内陸

アジア史・中央ユーラシア史研究，さらに広く東洋史学・歴史学に関わる諸分野に，巨大な足跡

と影響を残されたことは今さら贅言するまでもない． 

このたび，岡田先生の第一の門下生であり，かつ令夫人でもあられる宮脇淳子先生のご厚意に

より，岡田先生が幅広い国際的交流を通じて蒐集された各種の資料から，欧文論文の抜刷類を，
大阪大学東洋史学研究室に寄贈いただけることとなった．本稿はその目録である． 

すでに大阪大学東洋史学研究室は，山田信夫（1987年逝去）・護雅夫（1996年逝去）・榎一雄（1989

年逝去）の三先生が蒐集されていた欧文論文抜刷を収蔵している．この三先生が，岡田先生と同

様，日本国内はもとより国際的な東洋史・内陸アジア史・中央ユーラシア史研究の発展のために

多大の貢献を果たされたことも周知の通りである．今般，さらに岡田先生の旧蔵資料をも迎え入

れることができたのは，日本における当該分野の研究・教育の一拠点たらんとする大阪大学東洋
史学研究室にとって，実に幸いである． 

今般ご寄贈いただいた抜刷類は，岡田先生のご専攻の中核的分野であったモンゴル帝国期から

近世の中央ユーラシア史に関するものが多数を占める．また，モンゴル語・満洲語の言語学・文

献学的論文も多数含まれており，これは岡田先生が主要メンバーとして連年参加されていた常設

国際アルタイ学会（Permanent International Altaic Conference）での交遊を通じて蒐集されたもので

あろう．その点で，岡田先生旧蔵資料は，主としてモンゴル帝国時代より古い印欧時代・テュル
ク時代の中央アジア史に関する山田・護・榎三先生の蒐集資料と，時代・言語のうえで相補的な

関係にあるといえ，我々の研究活動に裨益するところ大なるものがある． 

また，これらの資料には，刊行論文の抜刷の他に，名だたる大家が岡田先生のご意見を求める

ために寄せた未定稿や，国際学会での配付資料なども含まれていた．これらも，岡田先生の国際

的なご声望と学術的交流の軌跡をうかがう資料とみなし，[Typescript] と表記して目録に含めるこ

ととした．なお，配付された国際学会などが判明する場合はそれも注記している． 

宮脇淳子先生には，ご夫君の蒐集された貴重な資料を快くご恵賜下さったのみならず，施設狭

隘化に難儀する国立大学の窮状を慮り，既収の山田・護・榎三先生旧蔵抜刷と重複するものをあ

らかじめ選別・除外する労までとっていただいた．この場を借り，ご厚情に衷心よりお礼申し上

げる． 

なお目録化の実務作業に際しては，旗手瞳（大阪大学特任研究員）・坂本直人（大阪大学大学院

博士前期課程）両君の献身的な協力を得たことを特記する． 

（松 井   太） 
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